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先
月
、
日
本

歯
科
医
師
会
で

は
「
医
療
Ｄ
Ｘ

と
歯
科
」
を
テ

ー
マ
に
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
医
療
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
誰
も
が
よ
り
長

く
元
気
に
活
躍
で
き
る
社
会

を
目
指
し
て
お
り
、
医
療
・

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
、
社
会

保
障
の
持
続
可
能
性
の
確
保

等
を
訴
え
て
い
る
。
そ
の
上

で
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
や
医

療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
説
明
、
診

療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
最
大

限
に
活
用
し
医
療
機
関
等
に

お
け
る
負
担
の
極
小
化
を
目

指
す
と
述
べ
た
。
し
か
し
実

態
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

で
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に

よ
る
社
会
的
差
別
化
、
医
療

機
関
等
は
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る

負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。
我

々
が
求
め
て
い
る
の
は
、
国

民
が
安
心
し
て
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
誰
で
も
保
険
で
よ
り

よ
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
、

国
民
の
権
利
を
奪
わ
な
い
で

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「
現
行
の
保
険
証
を
残
し
て

ほ
し
い
」
。
こ
れ
は
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る
私
た
ち
の

根
本
的
な
願
い
で
あ
る
。
歯

科
医
療
の
品
質
や
効
率
が
向

上
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
も
改

善
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

導
入
を
望
ん
で
い
る
。 （
Ｙ
）

大
阪
選
出
議
員
ら
に
要
請
署
名
を
提
出

「インボイス増税反対」などのプラカードを
掲げる11・５集会参加者　　　　　　　　　

2024新年号
会員投稿を募集
原稿： 趣味や日常臨床な

ど。500字程度。
締切：12月5日必着
※詳細や応募は新聞部まで。

財務省はマイナス改定を主張

現場の声を国会へ

滋
賀
県
の
民
主

商
工
会
か
ら

　

滋
賀
県
内
の
民
主
商
工
会

（
＝
民
商
※
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
の
自
営
商
工
業
者
が
加
盟

す
る
団
体
）
で
は
、
イ
ン
ボ

　

政
府
が
進
め
る
来
年
秋
の
現
行
保
険
証
の
廃
止
方
針
を
止

め
さ
せ
る
こ
と
、
社
会
保
障
を
拡
充
し
て
い
の
ち
・
暮
ら
し

を
守
ろ
う
と
、
近
畿
各
府
県
の
保
険
医
協
会
や
市
民
団
体
ら

が
５
日
、
大
阪
市
内
で
オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
３

を
開
い
た
。
４
０
０
人
の
医
療
関
係
者
・
市
民
が
参
加
し
、

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
意
義
や
消
費
税
の
軽
減
・
イ
ン

ボ
イ
ス
の
中
止
、
医
療
費
負
担
の
軽
減
な
ど
を
訴
え
た
。

　

事
業
者
、
障
害
者
、
高
齢
者
の
声
を
３
回
連
載
で
紹
介
す

る
。
１
回
目
は
自
営
業
者
の
立
場
か
ら
。

イ
ス
制
度
や
記
帳
、
消
費
税

申
告
の
学
習
を
し
て
い
ま

す
。
制
度
の
あ
ま
り
の
ひ
ど

さ
に
、「
休
み
も
な
く
遅
く

ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
の

に
、
こ
ん
な
大
変
な
記
帳
の

上
に
消
費
税
の
納
税
。
な
ん

の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
か

分
か
ら
ん
」
な
ど
悲
鳴
と
怒

り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。イ

ン
ボ
イ
ス
は

生
活
費
１
月
分

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、

届
出
を
し
な
け
れ
ば
相
手
業

者
の
消
費
税
の
仕
入
れ
税
額

控
除
が
で
き
な
く
な
る
制
度

で
す
。
こ
こ
で
問
題
な
の

は
、
消
費
税
法
で
は
消
費
税

申
告
の
義
務
が
な
い
、
年
間

１
０
０
０
万
円
の
売
り
上
げ

が
な
い
業
者
が
届
出
を
す
る

と
、
消
費
税
の
申
告
が
必
要

と
な
り
、
さ
ら
に
膨
大
な
事

務
負
担
も
増
え
る
こ
と
で

す
。
お
お
よ
そ
、
１
カ
月
の

生
活
費
分
ぐ
ら
い
の
納
税
負

担
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
税

率
ア
ッ
プ
を
伴
わ
な
い
消
費

税
の
増
税
で
す
。

地
域
社
会
を
崩
壊

　

届
出
を
し
な
い
業
者
は
、

元
請
か
ら
消
費
税
分
を
差
し

引
か
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
取
引
を
拒
否
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
築

い
て
き
た
取
引
関
係
が
崩
れ

て
い
く
業
者
も
い
ま
す
。
こ

の
現
状
に
、「
こ
れ
以
上
商

売
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
廃
業
を
決
意
す
る
業

者
も
い
ま
す
。
国
は
地
方
創

生
と
言
い
ま
す
が
、
イ
ン
ボ

イ
ス
は
地
域
か
ら
自
営
業
者

を
無
く
し
、
地
域
社
会
を
崩

壊
さ
せ
る
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。

商
店
街
訪
問
で

署
名
促
進

　

私
た
ち
は
引
き
続
き
、
イ

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
へ

　

協
会
・
保
団
連
は
９
日
、

国
会
要
請
行
動
に
取
り
組

み
、
▽
「
現
行
の
健
康
保
険

証
を
残
し
て
く
だ
さ
い
」
請

願
署
名
の
紹
介
議
員
▽
診
療

報
酬
の
総
枠
拡
大
∇
諸
物
価

の
高
騰
に
対
す
る
歯
科
医
療

機
関
へ
の
財
政
措
置
の
実
施

―
―
等
を
要
請
し
た
。
戸
井

逸
美
副
理
事
長
、
伊
津
進
弘

相
談
役
、
事
務
局
が
参
加

し
、
大
阪
選
出
の
議
員
ら
に

１
０
０
０
人
超
の
「
す
べ
て

の
医
療
機
関
を
守
る
た
め
診

療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
る
歯
科
医
師
要
請
署

名
」
を
手
渡
し
た
。

　

政
府
は
、
現
行
の
健
康
保

険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃

止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
一
本
化
す
る
方
針
だ

が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ

ブ
ル
が
続
出
し
、
多
く
の
国

民
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
長
期
化
す
る
物
価
高

騰
で
、
多
く
の
歯
科
医
療
機

関
が
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
診
療
報
酬
の
大

幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
。
政
府
内
で
の
予

算
編
成
が
始
ま
る
が
、
財
務

省
は
「（
診
療
報
酬
）
マ
イ

ナ
ス
改
定
」
を
提
言
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

協
会
は
宮
本
岳
志
衆
院
議
員

（
共
産
）
と
倉
林
明
子
参
院

議
員
（
共
産
）
と
面
談
、
医

療
現
場
の
声
を
届
け
た
。
宮

本
議
員
は
、「
本
人
の
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
勝
手
に
紐
づ
け

し
た
件
で
、
厚
労
省
は
当
初

『
解
除
で
き
な
い
』
と
し
て

い
た
が
、
本
人
の
申
し
出
で

解
除
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る

の
は
岸
田
政
権
。
診
療
報
酬

も
プ
ラ
ス
改
定
に
む
け
て
力

を
合
わ
せ
よ
う
」
と
語
っ
た
。

　

保
団
連
は
同
日
、
「
健
康

保
険
証
を
残
そ
う
！
私
た
ち

の
声
を
聞
い
て
」
国
会
内
集

会
を
開
き
、
集
会
に
参
加
し

た
国
会
議
員
に
署
名
約
７
万

筆
を
託
し
、
約
70
人
が
紹
介

議
員
に
な
っ
た
。

　

財
務
省
は
11
月
１
日
の
財

政
制
度
等
審
議
会
で
、
独
自

に
実
施
し
た
機
動
的
調
査
か

ら
、
診
療
報
酬
の
収
益
は

「
極
め
て
良
好
」
と
い
う
恣

意
的
な
デ
ー
タ
を
持
ち
出

し
、「
初
診
料
・
再
診
料
を

中
心
と
し
た
診
療
報
酬
の
引

き
下
げ
が
必
要
」
と
い
う
現

場
の
声
を
無
視
し
た
主
張
を

し
て
い
る
。

　

協
会
で
は
来
年
の
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
、
報
酬
引
き

上
げ
を
求
め
る
会
員
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
11
月
は

毎
週
木
曜
日
に
理
事
ら
が
上

京
し
、
国
会
議
員
に
直
接
署

名
を
手
渡
し
、
歯
科
の
医
療

現
場
の
声
を
届
け
る
。
ぜ
ひ

先
生
方
の
診
療
報
酬
引
き
上

げ
を
求
め
る
会
員
署
名
に
ご

協
力
お
願
い
し
た
い
。

「きちんとした治療をするためにも、診療報酬の引き上げを求めます」
「物価の上昇、最低賃金アップ、コロナによる必要経費の上昇に対して保険点数が上
がらないのは納得できません」
「数年間変わらない技術料をとにかく上げることをお願いします」
「歯科の医療費が欧米に比して安すぎて、将来に希望が持てない」
「国は賃上げをすすめていますが、保険点数が変わらなければ歯科医院の負担は増え
るばかりです。材料費や滅菌・消毒に費用がかさんでいます」
「物価上昇にみあう診療報酬の改定お願いします」
「医療現場はもう限界です」
「歯科技工現場は疲弊しています」
「原材料、仕入れの高騰で、収益が悪化しています。診療報酬の引き上げを求めます」
「人件費、経費、雑費が全て値上がりしています。その中、診療報酬の大幅値上げな
しには経営できません」

社
会
保
障
の
拡
充
で
、
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
ろ
う
！

イ
ン
ボ
イ
ス

申 

告 

義 

務
は
税
率
Ｕ
Ｐ
な
き
増
税

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
運
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。
商
店

街
宣
伝
や
お
店
訪
問
で
「
商

売
や
暮
ら
し
は
ど
う
で
す

か
」
と
尋
ね
る
と
、
い
つ
も

「
ガ
ソ
リ
ン
や
物
価
高
騰
で

暮
ら
し
が
大
変
。
こ
れ
以
上

の
増
税
は
許
せ
ま
せ
ん
」
、

「
給
付
も
大
事
や
け
ど
、
今

こ
そ
消
費
税
の
減
税
が
必

要
」、
「
こ
ん
な
時
に
イ
ン
ボ

イ
ス
と
は
、
国
は
業
者
の
こ

と
を
何
も
分
か
っ
て
い
な

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
対
話
が
弾
み
、
署
名
が

集
ま
り
ま
す
。

写
真
上
＝
左
か
ら
戸
井
氏
、
宮
本
氏
、
伊
津
氏

同
下
＝
左
か
ら
戸
井
氏
、
伊
津
氏
、
倉
林
氏　

署名ひとこと欄に寄せられた声（一部抜粋）

ネット
署名↓

重ねてのお願いです
「診療報酬の引
き上げと患者負
担軽減を求め
る」会員署名に
ご協力ください

あげよう
を声声

①


